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第32回 ひがし会関東支部会総会のご案内

　
「
ひ
が
し
会 

関
東
支
部
会
」
は
、
高
女･

二
中･

東
高
校
の
関
東
地

方
在
住
の
卒
業
生
約
２
千
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、　

年
以
上
引
き
継
が
れ
、
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
ひ
が
し
会
関
東
支

部
会
総
会
」
は
２
０
０
名
を
超
え
る
先
輩･

後
輩･

同
期
が
集
い
、
歴

史
や
伝
統
を
胸
に
、
母
校
へ
の
愛
情
や
当
時
の
思
い
出
話
な
ど
を
語

り
合
う
素
晴
ら
し
い
会
で
す
。

　

今
年
の
総
会
の
テ
ー
マ
は
「
絆
〜
２
０
１
６
」
で
す
。

「
絆
」
は
、　

年
前
に
私
た
ち　

回
生
が
豊
橋
で
の
総
会
幹
事
を
担
当

し
た
時
の
総
会
テ
ー
マ
で
し
た
。当
時
の
同
級
生
の
思
い
を
継
承
し
、

こ
の
関
東
支
部
会
総
会
を
同
窓
の
皆
さ
ま
の
「
絆
」
を
感
じ
ら
れ
る

場
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
こ
の
テ
ー
マ
に
致
し
ま
し
た
。

　
　

回
生
の
皆
さ
ま
が
幹
事
を
ご
担
当
さ
れ
た
昨
年
の
関
東
支
部
会

総
会
は
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
佐
原
豊
橋
市
長
の

記
念
講
演
や
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
格
調
高
く
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、

非
常
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
平
成　

年
７
月　

日
（
月
）
海
の
日
に
、
新
橋
の
第
一

ホ
テ
ル
東
京
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。　

回
生
関
東
在
住
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
、
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
、
お
よ
び
、
豊
橋
在
住
の
同

級
生
の
協
力
を
得
な
が
ら
、開
催
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。「
絆
」

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
楽
し
い
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

暑
い
盛
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
是
非
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【日時】平成28年7月18日（月･祝）午前11時～午後2時
【場所】第一ホテル東京（新橋）プリマヴェーラ４階

【総会幹事 33回生のご紹介】（後列右より）杉浦文彦、松坂隆、浅田哲（豊橋）、青木雄介（豊橋）、星野信、白井俊三（豊橋）
（前列右より）杉浦暢子（豊橋）、芳賀幸乃（豊橋）、梅田和子、鈴木稔依（豊橋）この他数名で幹事を務めさせていただきます

　今年は、リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックの開催年です。関東支部会総会での講演も、アテ

ネパラリンピック男子フルマラソン金メダリストの高橋勇市さんにご講演いただきます。

　高橋さんは、先日開催されたリオデジャネイロパラリンピック最終代表選考会では惜しくも代表入りを逃し

ましたが、アテネ、北京、ロンドンの３大会連続出場を果たし、50歳の今でも挑戦し続け、東京では新種目の

トライアスロンでの代表入りもめざしている鉄人です。高橋さんは、今年度総会の幹事である星野信の会社に

ヘルスキーパー（社内マッサージ師）として勤務していたことがあり、その縁で講演を依頼しました。講演活動

も盛んで、笑いあり、涙あり、ダジャレありの楽しいお話しです。皆さま、是非お楽しみください。

　そしてもうひとつ、今の豊橋の様子を写真で皆さまにお楽しみいただきたく、スライドショー『母校のふる

さと豊橋の今～昔ながらの豊橋、新しい豊橋』を企画。写真撮影と解説は、豊橋在住の33回生・田中三文（みつふみ）

君です。田中君は、現在は三菱UFJリサーチ＆コンサルティングの名古屋本部で主任研究員観光政策室長として

勤務する傍ら、中日新聞の旅行サイトで旅ブログを連載中の「フォトラベライター」です。こちらもお楽しみに。

「夢をあきらめない」
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1965 年秋田県横手市生まれ。高校生の時に白点状網膜症を発症、後に網膜色

素変性症も併発し、34 歳で完全に視力を失う。1996 年のアトランタパラリン

ピックでの日本人男性の金メダル獲得に刺激を受け、マラソンを始める。

2004 年には霞ヶ浦マラソン大会で当時の世界最高記録を樹立。その後もパラ

リンピック、世界陸上競技選手権などで金メダルをはじめ数々の実績をおさ

める。現在は 2016 年リオデジャネイロパラリンピック、2020 年東京パラリ

ンピックをめざしている。また、天皇陛下より銀杯授与、内閣総理大臣賞・

厚生労働大臣賞・秋田県民栄誉賞・横手市民栄誉賞・東京都北区民栄誉賞な

どを受賞。横手市スポーツ親善大使。現在は三菱商事株式会社に所属し、三

菱商事の障害者スポーツ支援プロジェクト「DREAM AS ONE」のアンバサダー

（サポーターには高橋尚子さん他）を務める傍ら、バリアフリーを訴えた署名

活動、講演会活動を展開するなど、社会貢献にも力を入れている。

記 念 講 演
盲目の金メダリストの挑戦
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